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「袖ケ浦市図書館を使った調べる学習コンクール」 に出品するための 

調べ学習のまとめ方 

 

 

 

１． おすすめの作品形式 
 

＜論文・レポート＞ 

調べたことやわかったことを何枚かの紙に書いて、表紙などをつけて本のように綴じる形式です。 

作品を読んでくれる人に「自分の考え」をわかりやすく伝えるために、たくさんの文章や写真、図、グラ

フ、表、イラストなどを使ってまとめます。  

 

 

２． 論文形式での作品の作り方 
 

● 基本的な構成要素は、以下の６つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 本文は、物語がすすんでいくように楽しくまとめましょう。 （→３を参照） 

 

● 論文形式でまとめる場合は、市販の A4サイズの透明ポケットファイル を使うと便利です。 （この場

合、恐縮ですが各ご家庭で市販品をご購入いただくことになります） 
 

・ 内容は A4サイズの紙の片面のみに書く。（50ページ以内） 

・ ページ番号を本文にのみ前から順につける。 

・ 表紙や目次は、本文ができあがってから作るとよい。 

・ 表紙には タイトル ・ （袖ケ浦市立）学校名 ・ 学年 ・ 氏名 を必ず書く。 
 

・ 一番前の透明ポケットから ②→③→④→⑤→⑥ と順に入れていく。その際、１つのポケットに前

のページと次のページの 2枚が背中合わせになるように入れていくとよい。 

なお、章扉を挿入するなど工夫の一環であれば、この限りではない。 
 

・ ファイルや本文などに何かを貼る場合は、簡単にはがれないようしっかりと貼り付ける。 

・ その他、基本的なルールは募集要項に書いてあるので、隅々までよく読んで確認する。 

 

● 市販の透明ポケットファイルを使わずに、紙に穴を開けてヒモで綴じたり、ホチキスで留めたりしてま

とめても構いません。その場合も上記の注意事項を参考にして作ってください。 
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３． 論文形式で本文をまとめるコツ 
 

● 結論 ― 見つけるのは 「自分なりの答え」 
 

・ 調べをすすめる時、 きっかけ → 調べる → 結論 とすすんでいきますが、本文をまとめる時に

は、まずは結論をしっかりと意識することがとても大切です。 

調べ学習には決まった 答え（結論） がありません。 調べをすすめていく中で自分の中に何かしら

湧き上がってきた思いや気づき、それが結論であり 「自分なりの答え」 です。 ですから、きっか

けやテーマはだれかと似ていたとしても、過程や結論は人それぞれでいいのです。読者はその作

者が調べ考えた道のりの果てに何を見つけたのか、どんな気づきを得たのか、それを知りたいの

です。 

集めた情報をじっくりと振り返り、自分は何を感じたか、どんなことに気づいたか、これからどう

したいか、どうなるといいと思うかなどをじっくりと掘り下げ、自分で思いつく限りの言葉を尽く

してそれを表現してみましょう。それが結論です。 
 

● 本論 ― 自分が調べていった道のりをそのまま表そう 
 

・ 本論は、結論を踏まえて、なぜその考えに至ったのかが読者に伝わるように情報を取捨選択しな

がらまとめます。  
 

・ 調べたこと＝人の意見、わかったこと＝自分の考え です。 この２つをきちんと区別し、引用のル

ールを守って書きましょう。 （→４を参照） 
 

・ 自分の調べていった道のり（過程）を、読者に 「そうなんだ！」 「へえ～」 「つぎはどうなるの？」 

とワクワクしながら読んでもらえるような作品づくりを心がけると、よい作品になるでしょう。 
 

● 序論 ― 物語のはじまり 
 

・ 調べ学習は 「探究学習」 とも呼ばれています。その特徴のひとつは、自分でテーマを自由に設定

できることです。探究学習には決まった答えがありません。調べものを続けていくには、興味を持

続させるモチベーションが必要です。そのためにも、調べる本人が本当に興味のあることをテーマ

に設定しましょう。 
 

・ 今まで取り組んだ人の中には、以下のようなテーマで調べた人がいます。 

「道路標識を見るのが好き」「バナナが好き」 ・・・普段から興味を持っていることや好きなもの 

「お味噌汁を飲むと幸せな気持ちになるのはなぜだろう」 ・・・ふとした疑問 

「お母さんをじゃんけんで勝たせてあげたい」 ・・・解決したい課題 

このような 「きっかけ」 から調べ始めて、調べたいことが次から次に見つかれば「よいテーマ」で

しょう。でも、途中で調べたいことがなくなってしまったり、資料が見つからなくなってしまったり

したら、途中でテーマを変更するのもアリです。 
 

 

４． 「引用のルール」 を守って書こう 
 

● 「引用のルール」を守ることは、著作権を守ることであり、マナーを守ることです。 
 

● 図書館を使った調べる学習コンクール（全国コンクール）特設サイト内に参考になるページやリンクが

ありますので、ぜひご熟読ください。 
 

HOME ＞ 調べコンを知る ＞ 参考・引用文献リストの書き方 

 https://concours.toshokan.or.jp/concours/reference 
 

『調べる学習作品づくりに役立つ 引用のルール（「図書館の学校」2022年夏号）』 

https://concours.toshokan.or.jp/file/front/journal/journal_1.pdf 

https://concours.toshokan.or.jp/concours/reference
https://concours.toshokan.or.jp/file/front/journal/journal_1.pdf

